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neighborhood structures)や、近隣や区のレベルでの公的な委員会 (neighborhood council, priority 
boards, neighborhood action committee )の仕組み、これらの永続する構造が、コミュニティを参加民主
主義に向かって推進することができるように、具体的方法を見出すことが、今後の課題である。全市域
的仕組みであれば、意見を言う手段が公的に整えられる。この仕組みは代表制の議会とは異なる新たな
政治的な構造である。スモックの意を汲めば、これらは全市的に上からかぶせられるのではなく、それ
ぞれの地域で創造されなければならない。 
テンニエスの『ゲマインシャフトとゲゼルシャフト』の研究は、日常的な慣習と公的制度的な仕組み
づくりを媒介する理論として、今日再度見直されるべきである。ゲマインシャフトとは個人的自我にと
ってはアプリオリに存在する自然的法・秩序の総体であり、それは言語であり、アイデンティティであ
り、了解のコミュニケーションを可能にするものとして存在している。ディランティが提起したコミュ
ニケーション可能なコミュニティとは、ゲマインシャフト問題を深く考えるべきだ、と言い換えること
ができる。それは、家族・因習・慣習・近隣の役割を見直し、新たな内容で強化することが要請されて
いるということである。テンニエスの言うように、現在の民主主義的政治制度の基礎である社会契約は
ゲゼルシャフト的人間関係の一つである。近代以後の政治経済社会で結ばれる社会契約は、しかし、神
との契約というゲマインシャフトに支えられて始めて効力を持つものである。ニューイングランドのタ
ウンは神の共同体というゲマインシャフトを基盤として発展、社会契約による統治方法を発達させた。
神との契約を忘れ、あるいはまた、キリスト教以外の神に支えられている共同体の成長によって、土台
を取り払われた現代西欧社会は、社会のゲゼルシャフト化に振り回されているといえる。そうした意味
で、今一度民主主義の小学校となる日常的な地域小組織を再構築する必要がある。 
